


発刊にあたって

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」は、内閣
官房及び農林水産省が、「強い農林水産業」、「美
しく活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁村の
有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活
性化、所得向上に取り組んでいる優良な事例を選定
し、全国への発信を通じて他地域への横展開を図る
もので、今年度（令和４年度）で９回目となります。

中国四国農政局管内では177件の応募があり、
「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として９地
区と１名が選定されました。

さらに、中国四国農政局では、応募のあった地区
（者）の中から、他の地域の参考となるような優良
な事例を、「中国四国農政局『ディスカバー農山漁
村（むら）の宝』」として９地区を選定するととも
に、今後の活躍が期待できる事例を、「奨励賞」と
して28地区と２名を選定しました。

また、今年度応募のあった地区（者）の事例につ
いて、その地域の「農山漁村（むら）の宝」として
広く発信するとともに、身近な地域の取組として紹
介するため、県別の事例集を作成しました。
各地域において参考にしていただき、農山漁村や

農林漁業への関心を深めていただくきっかけになれ
ば幸いです。

※「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の情報は、中国四国農政局のホーム

ページをご覧ください。

http://www.maff.go.jp/chushi/nouson/kaseika/discover.html

令和５年３月

中国四国農政局農村振興部

http://www.maff.go.jp/chushi/nouson/kaseika/discover.html
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「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」について 

 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」とは、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の

実現に向けて、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活性化、所得向上に取

り組んでいる優良事例を選定し、全国へ発信するものです。  

 

１．「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定） 

今回の「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定）では、令和４年６月 16 日から８月

26 日までに、農山漁村活性化の取組として全国から 616 件（管内からは 177 件）の応募があり、令

和４年 11月７日に総理大臣官邸で開催された「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選

定）有識者懇談会において、団体部門（ビジネス・イノベーション部門及びコミュニティ・地産地

消部門）で 33 地区と個人部門で４名が「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として選定されまし

た。 

中国四国農政局管内からは９地区と１名が選定され、その中から優秀賞のビジネス・イノベーシ

ョン部門に高知県四万十町の「株式会社四万十ドラマ」、優秀賞のコミュニティ・地産地消部門に岡

山県岡山市の「瀬戸内かきがらアグリ推進協議会」、優秀賞の個人部門に島根県奥出雲町の「大石亘

太」、特別賞に鳥取県鳥取市の「NPO 法人 bankup」、徳島県海陽町の「株式会社リブル」、高知県高知 

市「高知商業高等学校ジビエ商品開発・販売促進部」が選定されました。  

 

                

 

２．中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」 

中国四国農政局では、管内で応募のあった177件の中から、他地域の参考となるような優れた地域

活性化の事例を「中国四国農政局『ディスカバー農山漁村（むら）の宝』」として広く発信するた

め、令和４年10月20日、中国四国農政局において選定委員会を開催し、９地区を選定しました。 

また、今後の活躍が期待できる事例を奨励賞として28地区と２名を選定しました。 

 

 

 

 

 

 

 
中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」 

オリジナルロゴマーク 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」ロゴマーク 
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３．管内選定地区（者）の概要 

（１） 全国版選定（ディスカバー農山漁村（むら）の宝（第９回選定）） 

 

NPO 法人 bankup（鳥取県鳥取市） 特別賞 

●大学生ボランティアの農村への派遣を 20 年以上継続して実施。 

●交流企画や地域産品の加工販売を行う「農村 16 きっぷ」や米の生産から

販売まで行う「田舎応援戦隊三徳レンジャー」等、地域活動のプロジェクト

をおもしろいネーミングで運営。 

 

 

大石 亘太（島根県奥出雲町） 優秀賞 

●牛の放牧が創り出す風景に憧れて牧場として省力的に山を管理し、多目的

に利用できるフィールドとして整備するとともに、小頭数飼育により適正量

の堆肥を土地に還元。 

●バター作り体験などの観光メニューを提供するとともに、地域の保育園、

幼稚園及び小学校の校外学習や遠足を受け入れ、「牛のいる風景」を解放。 

 

 

瀬戸内かきがらアグリ推進協議会（岡山県岡山市） 優秀賞 

●漁業関係者のみならず地域としての処理課題であった瀬戸内海で水揚げ

された牡蠣の殻を加工粉砕して、農畜産物の生産・飼育に活用した農業を

実施。 

●牡蠣殻を農業者の手によって資源循環させた農畜産物を生産し、「里海

米」など生産物に「里海」を冠してブランディング。 

 

 

上籾みろく農場協議会（岡山県久米南町） 

●耕作放棄地が目立っていた上籾地区中央の棚田を企業と共同で復元。継

続して棚田の管理と農作業を実施。 

●復元した棚田を見渡せる古民家カフェを運営。地元の農産物を使ったメ

ニューを開発・提供するとともに、手作りの特産品や棚田米、オリジナル

商品を販売。 

 

 

川西自治連合会（広島県三次市） 

●人口減少・高齢化とともに地域内産業が衰退。住民出資の地域運営株式

会社と、地区全体で構成する自治連合会の２層構造により、農地・農業を

守り、雇用を創出し、地域内経済循環を形成。 

●少量多品目の農産物でも収益があげられるように、農村型コンビニを中

心に、産直市、農産加工品販売、軽食堂部門を併設した、地域生活交流拠

点「川西郷の駅」を運営。 

 

 

 

学生ボランティアの様子 

来場者に牛の説明をする大石氏 

地域と共に開催した 

郷の駅感謝祭 

全国で排出される年間の

牡蠣殻は約 16 万トン 

棚田が見渡せる古民家カフェ 

（棚田テラス「籾庵」） 
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かみかつ棚田未来づくり協議会（徳島県上勝町） 

●過疎高齢化のため、単一地区での棚田保全・活性化活動の推進は困難な

ため、４地区で連携して活動。コロナ禍で、オンラインでの交流を行う

「棚田ウェブ談議所」を開催し、町内外の人材と関係を構築。 

●オンラインとリアル交流による「全国キッズ交流」、「オンライン産直市

交流」と、これらの活動の発展系として「美しい村24時間オンラインライ

ブ」を開催。 

 

 

株式会社リブル（徳島県海陽町） 特別賞 

●牡蠣の養殖で、データやアプリを活用して養殖技術の見える化を図り、

養殖技術支援と強い種苗の生産の新規産業を創出。 

●IT 技術を駆使した新たな水産業への理解醸成に向けて、小学校などの教

育現場への出前授業や漁場案内等を実施。 

 

 

株式会社山南営農組合（香川県三木町）  

●効率的な農業の推進や地域の魅力を県内外に伝えることを目的に設立。

地域のブランド米「小簔（こみの）米」の生産・販売等を実施。 

●産直、レストランのほか、昔ながらの田舎暮らしが体験できる農家民宿

を開業。学生や地域おこし協力隊とも連携した取組を展開。 

 

 

高知商業高等学校ジビエ商品開発・販売促進部（高知県高知市） 特別賞    

●地域課題である鳥獣被害の解決に向け、高校生が地元のシカやイノシシ

肉を原料として商品開発を行い、販売。 

●クラウドファンディングによって森林保護活動の資金を調達し、返礼品

としてジビエ商品を活用。 

 

 

株式会社四万十ドラマ（高知県四万十町） 優秀賞 

●「四万十川に負担をかけないものづくり」をコンセプトに地域の６次産

業化に取り組む「地域商社」を実現。 

●「しまんと地栗工場」の建設により以前の約５倍の製造体制が整い、地

域の雇用の場となっている。栗の新植、芋の作付面積を拡大する取組等を

開始。 

 

  

高校生ジビエ・レストラン 

地元農産物を提供する 

農村レストラン 

地元の学生の漁場見学を毎年受入 

高知県版 HACCAP を取得した工場 

棚田ウェブ談義所 

3



 

（２）地方版選定（中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」） 

 

株式会社 ｐｃｂ（鳥取県南部町） 

●「ジェラートで地域おこし」を目標に、地域の小規模農家からその日に

販売する分だけの農産物を買い取り、ジェラートに加工して販売。 

●コロナ禍で来店が難しいという声があり、移動販売車を導入。 

●週に 1 回、地元ラジオ局の「ジェラテリアお千代さん」というコーナー

で、旬の農作物の話題、地域の話題などを発信。 

 

 

社会医療法人正光会 さんさん牧場（島根県益田市） 

●引退後の競走馬の貴重な受け皿となり、乗馬やセラピー、馬事文化の継

承として流鏑馬神事に参加するなど様々な活動を行う。 

●農福連携として、同法人Ｂ型事業所と市内の卸売業者と連携した「農・

商・福連携事業」を実施。障害者の社会参加や地産地消の推進に貢献。 

●有機質が多い馬糞を活用した循環型農業を実施。 

 

 

おかき戦隊瀬戸南じゃ～（岡山県岡山市） 

●学生が有機農法で育てたもち米と地域の特産品を使い新商品「瀬戸南お

かき」を開発。 

●カラフルなつなぎで地域イベントに参加し、販売活動を行うとともに、

地域特産品の宣伝にも取り組む。 

 

 

広島みはらプリンプロジェクト実行委員会（広島県三原市） 

●広島みはらプリンで三原のまちと食材の付加価値向上や地域経済循環を

図り、全国へ発信。「三原の食材を一つ以上使用」「三原を応援する人

（店）」が作ったプリンであれば、随時認定。 

●イベントにも積極的に参加し、他地域での催事に出店し、プロモーショ

ンを実施。公式の HP や Instagram も開設し、認定されたプリンの紹介やイ

ベント出店情報などを発信。 

 

 

エシカルバンブー株式会社（山口県防府市） 

●「竹害」を「竹財」に変える。環境保全・再生のために伐採した不要な

竹に付加価値を付け、未来に有益な竹産業を残す。 

●竹の研究者や竹炭職人と連携して商品開発。地域企業とのコラボ商品開

発等で、竹の全部位を活かすエシカルなものづくりを追及。 

●竹関連事業者の支援及び次世代に繋ぐ竹育や情報発信を行う「竹 LABO」

の総合監修・運営。 

 

  

 地元の旬な農作物が新鮮な

ジェラートへ 

地域の販売会で歌を披露 

各店のこだわりが詰まった

認定プリン 

観光牧場として、休日は

親子連れで賑わう 

放置竹林の伐採の様子 
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合同会社みつぐるま（徳島県海陽町） 

●轟神社及び海部川流域における１次産業振興支援。海部川流域での酒米

作りから酒蔵との連携、細部にまでこだわり抜いたオリジナル御神酒作り

に取り組む。 

●文化庁事業を活用し、地域の魅力を体感するツアーを企画・造成。 

●轟神社公式 HP 製作運営し、海部川流域の自然環境や文化を発信。 

 

 

アスパラ大騒ぎ実行委員会（香川県高松市） 

●地元企業の協力を得て、廃棄対象となるアスパラの軸下部分をパウダー

に加工して料理に使用。アスパラ素麺を企画開発。 

●アスパラをモチーフとした帽子、アクセサリー、皿等を企画販売の他、

アスパラ人形作り、顔抜きパネルの制作、アスパラ×和菓子のワークショ

ップやトークショーを実施。 

●県内の飲食店が個性あふれるアスパラ料理を展開。 

 

 

愛媛県立南宇和高等学校農業クラブ（愛媛県愛南町） 

●柑橘類において教育機関として初めて河内晩柑・甘夏で GGAP 認証を取得

し、東京オリンピック選手村に提供して愛南ゴールド(河内晩柑)を PR。 

●地元水産加工会社により、GGAP 認証の愛南ゴールドと MEL 認証の養殖真

鯛のコラボで「愛南ゴールド真鯛」を開発。 

 

 

特定非営利活動法人日高わのわ会（高知県日高村） 

●「できる人が 出来ることを 出来る時間に」を合言葉に社会的弱者が

地域を支える仕組みを構築。地域の困りごとを解決するコミュニティ産業

の開発と展開。障がい者支援など大小合わせて約 30 事業を展開。 

●小規模多機能型の事業を展開することで、行政サービスでは届ききらな

いニッチな住民ニーズに対応。 

 

高校デザイン科制作オブジェ 

顔抜きパネル 

轟神社秋例大祭 

とまととでの記念撮影 

柑橘類で教育機関初の

GGAP 認証取得 
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① 団体 鳥取市 らっきょう女子会 農業 ６次産業化 女性の活躍

② 団体 鳥取市 NPO法人 bankup 移住・定住
農村環境・
景観保全

学生・若者の活躍

③ 団体 鳥取市 鳥取大学　学生農業団体　旬むすび 農業 企業との連携 学生・若者の活躍

④ 団体 鳥取市 佐治漆研究会 ６次産業化 伝統の継承 荒廃農地対策

⑤ 団体 倉吉市 倉吉市体験型教育旅行誘致協議会 農泊
女性・高齢者の

活躍
都市と農村の共生

⑥ 団体 倉吉市 株式会社 いまむらワイン＆カンパニー 農業 ６次産業化 輸出・インバウンド

⑦ 団体 境港市 一般財団法人 境港市農業公社 伝統の継承 荒廃農地対策 地域住民との協働

⑧ 奨励賞 団体 境港市 NPO法人 未来守りネットワーク
環境保全・
景観保全

食育・教育 学生・若者の活躍

⑨ 団体 智頭町 良菜会 高齢者の活躍 女性の活躍 関係人口の創出

⑩ 奨励賞 団体 三朝町 三朝神倉大豆生産部 農業 地産地消 －

⑪ 団体 三朝町
特定非営利活動法人　里山地域研究会
みささ青空体験塾

環境保全・
景観保全

食育・教育 －

⑫ 団体 三朝町 田舎応援戦隊　三徳レンジャー 農業 ６次産業化 学生・若者の活躍

⑬ 団体 大山町 イトマ 荒廃農地対策
農村環境・
景観保全

学生・若者の活躍

⑭ 団体 南部町 株式会社　ｐｃｂ 農山村の活性化 地産地消 女性の活躍

⑮ 団体 南部町 一般社団法人 里山生物多様性プロジェクト 荒廃農地対策 環境保全 学生・若者の活躍

⑯ 奨励賞 団体 日南町 日南町食育推進協議会 伝統の継承 食育・教育 高齢者の活躍

⑰ 団体 日野町 鳥取県立日野高等学校 農業 教育機関との連携 学生・若者の活躍

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第９回選定）　応募地区　一覧　（鳥取県）

Ｎｏ. 選定地区 部門 市町村 地区名 該当する取り組み
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鳥取市

米子市

倉吉市

境港市

岩美町

若桜町

智頭町

八頭町三朝町

湯梨浜町

琴浦町

北栄町

日吉津村
大山町

南部町

伯耆町

日南町

日野町

江府町

応募地区位置図（鳥取県）

21 3 4

5 6

7 8

16

9

10 11 12

13

14 15

17
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らっきょう女子会

女子会メンバー

経 緯

○農業の集まりは男性中心で、若手
女性農業者の繋がりが少なく、農
業を通しての交流もなかった。

○県農業改良普及員から後継者育
成に向け、若手女性農業者に呼
びかけがあった。

○女性農業者で何かできないか？
「らっきょう」をもっと食べてもらうに
は？「楽しく農業したいよね！」
そんな思いで平成27年に結成。

取組内容

○これまで男性任せで関心が薄かった栽培
技術の研修会開催や女子会専用ほ場を確
保し、らっきょう栽培技術の実証試験。

○女性もトラクターに乗れるようになろうと、
各種農業機械講習会の開催。

○各家庭のらっきょう甘酢漬けを持ち寄り、女
子会独自の甘酢漬けを開発。

○県内の様々な女性農業者との交流会や学
校への食育活動。

活動の効果

○トラクター等農業機械が使えるようになり、大型特殊免許を取得したメンバーも。
○女子会独自の商品は、メンバーがキャラクター、パッケージデザイン、ネーミングを考

案し販売。また、県内の高校生が開発・製造した飲料水「オアシス」とコラボした新商
品などで売上げアップ。

○交流会がきっかけで、女性農業グループ「キラリ☆鳥取あぐりジェンヌ」が発足。
○技術講習会により得た知識等による栽培技術の向上。指導農業士となったメンバーも。

鳥取市福部町湯山 Ｔｅｌ： 0857-74-3055

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県鳥取市

声を掛け、助け合い、笑顔を絶やさず、イベント等への積極的参加や新商品開発等
を行い、地元の子どもたちが将来、安心して就農できるよう続けていきたいと思います。
皆さん、シャキシャキ食感の美味しい「ふくべ砂丘らっきょう」を食べてごしない。

～イキイキと笑顔で作るふくべ砂丘らっきょう～

じ ょ し か い

６次産業化農業
とっとり

１ 女性の活躍

「あなたにパカッとしてほしい
シャキシャキウマッ」

「オアシスらっきょう
白の甘酢漬け」

開 発 商 品
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NPO法人 bankup

学生ボランティアの様子（左：水路掃除、右：電気柵の設置） 大学生の派遣・企画・移住エリア

経 緯 取組内容

○大学生ボランティアの農村派遣を20年以上
継続し、コロナ前は県内43地域に112回（延
べ537名）のボランティアを派遣、農業用水
路の土砂撤去や鳥獣防護柵の設置、祭り
の開催等を補助。

○農業ボランティアの派遣から、交流企画・地
域産品の加工販売を行なう「農村16きっぷ」
やコメ作りを生産から販売まで行う「田舎応
援戦隊三徳レンジャー」等、大学生の地域
プロジェクト（５企画）の実施支援。

活動の効果

鳥取市栄町627マーチングビル１階 Ｔｅｌ： 0857-37-3373 https://www.bankup.jp/

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県鳥取市

地方大学生が地域に関わる一つのカタチです。学生たちの活動を見守り、継続する
ことで大きな効果を生むには、いくつかのコツがありますので、お声掛けください。

～おもしろがろう、鳥取～

え ぬ ぴ ー お ー ほ う じ ん ば ん く あ っ ぷ

学生・若者
の活躍

移住・定住
とっとり

２ 農村環境
・景観保全

○代表の中川氏が大学在学中に県
内の社会人コミュニティに参画し
た際、「地域で動くプロジェクト」の
多様さと可能性に興味を持ち、
「鳥取大学の後輩につなぐと面白
そう」と思い創業。

○２００４年（平成１６年）から、鳥取
県農山村ボランティア事務局の業
務委託を受け、鳥取県内全域に
大学生と農村の接点を広げる。

○プロジェクト経験者を中心に県外出身者のうち、通算で４１名（現状は２８名が鳥取
県内に在住）の若者が鳥取県内に住むことを選択。

○農村とのきっかけづくりを20年継続することで、地域の役に立つことから信頼を得て、
学生企画を通じて地域に創造的な取組や外部人材の可能性を感じてもらい、結果
として地域の次世代人材を配置することができ、当初は考えていなかった影響が出
ている。

特別賞
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鳥取大学 学生農業団体 旬むすび

Tottori Mama’ｓとの農業体験イベント 旬むすび圃場での活動の様子

経 緯

〇旬むすびは、以前に地域活動を
行っていたある学生が、交流の
あった農家さんへの恩返しに、期
間限定で取り組んだ八百屋が始
まりである。

〇現在は、八百屋時代のコンセプト
や想いはそのままに、野菜の栽
培やイベントを開催しながら旬を
結ぶ活動を行っている。

取組内容

○「旬の野菜を食卓に結ぶ」を合い言葉に自
らが生産した旬の野菜を様々なイベントを
通して食卓へ届けている。

○ママさんコミュニティとの農業体験イベント
やカレー屋さんとコラボした新商品開発、
地域のマルシェへの参加など、多くの世
代や様々なジャンルの方々と旬を結んで
いる。

活動の効果

○農業体験イベントに参加した子供たちが、旬むすびメンバーと一緒に播種・定植・収
穫・調理体験をすることで食と自然、環境に対して興味を持つようになり、また、参加
した子供たちの多くが、苦手だった野菜を食べられるようになった。

○旬むすびメンバーが自ら生産した野菜の直売を行い、地域の方との交流や広報活
動を行っているほか、地元ＩＴ企業が主催する規格外野菜の販売活動にもボランティ
アとして参加し、農産物の流通や課題について学習している。

鳥取市 Instagram：syunmusubi Twitter：syunmusubi Facebook：syunmusubi

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県鳥取市

「旬の野菜を食卓に結ぶ」というコンセプトを深堀りし、「旬の良さ」や「結ぶ先」につ
いての視野を広げていきたいと考えている。特に、今まで目を向けていなかった年齢
層の方に旬を伝えるにはどうすればいいのか、学生ならではの発想力を活かしたい。

～旬の野菜を食卓に結ぶ～

学生・若者の
活躍

企業との連携
とっとり

３ 農業

し ゅ んが く せ い の う ぎ ょ う だ ん た いと っ と り だ い が く
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佐治漆研究会

地元小学生による因州和紙に漆を塗る体験 佐治漆の森 現在150本植栽

経 緯 取組内容

○DNAゲノム解析により佐治漆が佐治独自
の固有の固体で、「天下一品の品質」であ
ることが判明。漆液のブランド化に取組む。

○「佐治漆の森」づくりを行い、佐治漆１０００
本の植栽･佐治漆の生産･漆器の生産･漆
の里づくりを目指す。

○小･中･高校などの教育現場で生徒を対象
に、漆掻き体験や漆塗り授業を行い広報
活動に取組む。

活動の効果

鳥取市佐治町津野 Ｔｅｌ： 0858-75-2228 https://sajiurushi.wixsite.com/sajiurushi

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県鳥取市

佐治漆は３００年の歴史を持つ、佐治独自の個体とされる漆です。鳥取県を代表する漆として、戦後
まで漆掻き子（漆を採取する職人）らによって生産されてきました。２０１６年有志によって佐治漆研究
会が設立され、現在、佐治漆の復興を目指して頑張っています。地域の産業、文化の発展につながる
よう地域と連携して頑張りたいと思います。

～５しの里＋佐治漆→６しの里で佐治谷活性化～

さ じ う る し け ん き ゅ う か い

荒廃農地対策６次産業化
とっとり

４ 伝統の継承

○佐治漆は江戸時代に本格的な生
産が始まり、佐治谷の主要産業
であった。しかし、１９６５年を境に
衰退し、生産も技術の継承も途絶
えた。
佐治漆の生産を復活させる事は、

佐治の活性化に繋がると、地元
有志が「佐治漆研究会」を設立す
る。

○新聞やテレビで佐治漆の復活活動が取り上げられ、活動の見学者が増加。

○県立鳥取西高校と連携し「漆セミナー」を開催したことで、高校卒業後に漆に関する研究を行
う学生が現れる可能性が示唆される。また、地元の佐治小学校の生徒の皆さんが「未来につ
ながる佐治漆」というテーマで研究発表し鳥取県ジュニア郷土研究大会で県知事賞を受賞。

○過疎化が進んでいる佐治町では、佐治漆の生産と佐治和紙産業との連携により新たな産業
を生み出すことで、新たな雇用が創出され、地域の活性化が図られる。
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倉吉市体験型教育旅行誘致協議会

受入家庭の家で実際にコロナ対策勉強会 R４年７月に受入：家業体験の様子

経 緯

○過疎化・高齢化が進む中山間地
域で民泊を利用した農業体験ツ
アーを商品化し、都市部からの誘
客や都市部の住民や学校との交
流、住み慣れた地域に誇りと愛着
をもち、安心して住み続けられる
地域の構築を図る。

○地域活性化や農家等の所得向上
を狙い、農村家庭への民泊交流
体験活動。

取組内容

○修学旅行を中心に、民泊体験の受入。そ
の他、カヌー等の自然を楽しめるプログラ
ム、魚つかみどり、竹細工、そば打ち等の
農村生活を体験できるプログラムの受入。

〇中国など外国人観光客の受入を実施。
〇コロナ禍以降（令和２～３年）は受入でき

なかったことから、講演会、講習会等を開
催するなど、感染症対策を講じながら、受
入再開の準備を行った。

活動の効果

○感染症専門の大学教授を招いて講演会、講習会の開催や受入家庭等と勉強会など
感染への対策を行ったことで、令和４年度は修学旅行生１校の受入を実施した。

〇民泊体験受入中の生徒や受入家庭の方々の笑顔を見ていると、改めて「人の交流」
の素晴らしさが実感できた。

〇民泊体験受入家庭の多くは高齢者であり、受入の中心となる婦人層や高齢者の活
躍の場にもなっている。

倉吉市関金町関金宿1139 Ｔｅｌ：0858-45-1122

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県倉吉市

コロナ禍でも教育旅行民泊体験の需要がある。今後も、コロナ感染症の状況を監視
しつつ、いつでも再開できる準備（勉強会や検討会）を継続する。

～いなかといいなか セキガネたいけんフレーズ～

く ら よ し し た い け ん が た き ょ う い く り ょ こ う ゆ う ち き ょ う ぎ か い

都市と農村の
共生

農泊
くらよし

５ 女性・高齢者
の活躍

応募用紙の写真
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株式会社いまむらワイン＆カンパニー

カンパニー（仲間）によるブドウの収穫作業 ワインの瓶詰め作業

経 緯

○自ら栽培したぶどうでワインを製
造したいとの思いから、２０１０年
鳥取にＩターン。３０ａの畑でぶど
う栽培を開始。

○２０１８年、倉吉市がワイン特区
に認定されたことを機に、国の重
要伝統的建造物群保存地区に
選定されている倉吉市内の町屋
（商家）を改修し「倉吉ワイナ
リー」を設立。

取組内容

○化学肥料や化石燃料を可能な限り使用し
ない、持続型ワイナリー運営。鳥取中部砂
丘地のテロワールを活かしたぶどう栽培。

〇ぶどう栽培から醸造、ワイン販売まで、カン
パニー（仲間）とともに６次産業化に取り組
む。

○アフターコロナを視野に、米国人やフランス
人のカンパニー（仲間）の協力を得て、イン
バウンド対応や海外マーケットを視野に入
れた活動を行い、香港への輸出を開始。

活動の効果

○ワイン製造は、自社ぶどうのほか地元ぶどう農家のぶどうを使用。ワイン収益の５
０％をカンパニー（仲間）の農家に還元することで、ワイン造りの喜びを共有。

〇ぶどう農家にはカンパニー（仲間）としてワイン醸造にも参加してもらい、良質なぶど
うで良質なワインができることへの理解が深まった。

○県内外のワイン愛好家がカンパニー（仲間）としてぶどう栽培からワイン醸造に参加。
体験型のワインツーリズムを実施。

倉吉市西仲町2627 Ｔｅｌ： 0858-27-1381

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県倉吉市

鳥取県中部のワインを多くの方に知ってもらえうよう情報発信し、多くの人にワインを
味わってもらいたい。鳥取県中部で造られるワインをブランド化し、全国区を目指す。

～カンパニー（仲間）と造る地場産ワイン～

輸出
インバウンド

農業
くらよし

６ ６次産業化

応募用紙の写真 応募用紙の写真

か ぶ し き が い し ゃ わ い ん ＆ か ん ぱ に ー
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一般財団法人 境港市農業公社

令和４年度伯州綿の種まき体験参加者 【ぬくもりの綿リレー】地域の人たちで育てられたぬくも
りの綿が、次世代へまごころのバトンを繋いでいます

経 緯

○江戸時代から栽培される伝統的
地域資源である和綿「伯州綿」を
後世へ継承するとともに、遊休農
地対策等を兼ね備えた事業として、
平成２０年度から栽培を開始。

○伯州綿は、県西部・弓ヶ浜半島で
織り継がれる「弓浜絣」の原料とし
て、地域で守られてきた。

○伯州綿の種は、弓浜絣の継承者
等に分けてもらったもの。

取組内容

○栽培サポーター制度を導入し、地域住民や
地域おこし協力隊とともに農薬や化学肥料
を使わない綿づくり栽培。

○ぬくもりの綿リレー。（上記参照）
○民間事業者とともに伯州綿を使用した商品

開発や販路拡大。
○伯州綿のブランド化。
○小学校等での授業や体験活動の支援およ

び普及活動。
○毎年秋に催し「てぬぐいひらひら」の実施。

活動の効果

○遊休農地の解消や、市内の赤ちゃんへの「おくるみ」のプレゼントによる子育て支援、
百歳を迎えられた高齢者への「ひざかけ」のプレゼントによる高齢者支援など、多面
的な効果が生まれている。

○栽培サポーターの人数は年々増加傾向にあり、地域の宝として認められつつある。
○催し「てぬぐいひらひら」では、毎年１０００人以上の来場者があり、幅広い層のお客

様に手に取って伯州綿に親しんでもらう機会になっている。

境港市上道町3000 Ｔｅｌ：0859-47-1049 http://hakushu-cotton-sakaiminato.jp/

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県境港市

地域の人たちの手で育てられたぬくもりの綿が、新たな地域の繋がりを生み出し、
伯州綿を後世に継承していく取り組みを支えています。

～和綿「伯州綿」を活用した地域活性化事業～

い っ ぱ ん ざ い だ ん ほ う じ ん さ か い み な と し の う ぎ ょ う こ う し ゃ

地域住民との
協働

さかいみなと

７ 伝統の継承 荒廃農地対策
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特定非営利活動法人 未来守りネットワーク

海藻米 稲刈りイベント 宍道湖の水草刈り

経 緯

○時代の変革により中海（なかうみ）
開拓が中止となり、水質悪化が進
んだ中海を再生させる目的で、若
手地元企業人が環境保護・教育・
地域再生を行うため、平成１６年
に当法人を設立し、活動を始めた。

○中海再生プロジェクト「よみがえれ
中海」をテーマに、環境保全・再生
活動に取り組む。

取組内容

○中海や宍道湖（しんじこ）で異常繁殖した紅
藻類の「オゴノリ」等を刈り取り、海藻肥料
として活用（ＳＤＧｓ）。

○魚類・水生生物が産卵し稚魚や幼生の住
みかとなるアマモ場の再生。

○海藻農法（海藻肥料を使用した農法）によ
る「海藻米」の田植え・稲刈りイベント。

○海藻農法で栽培された農産物や水産物の
ＰＲ・販売イベント「海鮮・山鮮まげなもん
祭」の実施。

活動の効果

○毎年紅藻類の「オゴノリ」等を刈り取ることで、水質浄化や漁業資源の回復に寄与。
○刈り取った海藻を有機肥料（海藻肥料）として活用。境港市では食育の観点から「海

藻米」を学校給食に採用。また、境港市、日野町、日南町、伯耆町では、各地区の
子ども達が海藻米の「田植え・稲刈り」に参加することで食育につながっている。

○中海の水質浄化、魚介類の産卵・育成場のための「アマモ類」の種子採取（６月）・移
植活動（１１月）による環境保全活動を通じて、環境教育につながっている。

境港市大正町38 Ｔｅｌ：0859-47-4330 http://www.npo-sakimori.net/

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県境港市

ＳＤＧｓの観点から宍道湖・中海の水質浄化のため刈り取った海藻を有機肥料へ転
換し、国・県・市町村と連携し、海藻肥料を使った農作物栽培を拡大させたいです。

～海・川・山をつなぐ（環境の保護・再生・中山間地域）再生～

と く て い ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん

学生・若者
の活躍

環境保全・
景観保全

さかいみなと

８ 食育・教育

奨励賞
さ き も り ね っ と わ ー く
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良 菜 会

シニア・移住者など多彩で多才なメンバー

経 緯

○自家栽培の米や野菜を、子供や
孫に食べさせたい。

○自家製味噌作り、規格外野菜も
ムダなく活かした惣菜を美味しく
アレンジ。

○田畑を荒れ地にしたくない。そん
な思いや願いを叶えたいと、現代
表者が一歩踏みだし、共感した
仲間が増え、平成２２年活動開始。

取組内容

○個人の能力・経験を生かし、協力しながら、
地域で採れた野菜・米・花卉の出荷・販売。

○自家栽培米の麹で、自家製味噌作り。
○ミニデイサービス等へ弁当・会食料理の提

供。
○イベント出店、加工品・総菜の通販、伝統

食文化の継承。
○生産技術の向上と情報の共有。
○農業体験や消費者との交流会の実施。

活動の効果

○直売所への出荷に加え、令和２年度から野菜宅配便として県外にも美味しさを提供
し好評。また、ミニデイサービスへの昼食を定期的に提供。（年間約９００食） 森林セ
ラピー体験者への弁当、会食料理の提供。（年間約３００食）

○自家製味噌を町内の学校給食へ提供、また、ふるさと納税返礼品となる。
○ＳＮＳの活用やＴＶ取材等のメディア発信により認知度アップ。 など

＊会の活動が、会員の生きがいとなり、心のより所となっている。

八頭郡智頭町大字芦津 Ｔｅｌ： 0858-75-2492 https://www.facebook.com/ryosaikai/

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県智頭町

新たな加工品の開発、担い手の育成、伝統的な郷土料理の継承など、良菜会の活
動を地域にもっと活かしていきたい。
また、ＳＮＳを活用し情報を発信中。「いいね」「フォロー」をお願いします。

～限界集落発！食を通じて暮らしパワーアップ！～

りょう さい かい

関係人口の
創出

高齢者の
活躍

ち ず

９ 女性の活躍

ＳＮＳとレシピ付お便りで心の交流
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三朝神倉大豆生産部

生育状況を確認するため、ほ場巡回する生産部 “神”シリーズの加工品。一番人気は、納豆

経 緯

○三朝町神倉地区に代々受け継が
れてきた在来大豆「三朝神倉大
豆」。

○鳥取県農業試験場の在来大豆調
査で、「タンパク含有量と全糖含
有量が高い」「イソフラボンが非常
に高い」ことが判明。

〇「三朝神倉大豆」として品種登録さ
れたことを契機に、三朝町の新た
な特産品として注目を集める。

取組内容

○三朝町内で栽培されている在来品種の「三
朝神倉大豆」を特産品にする取組を展開。

○栽培技術の確立と普及のため、研修会や
品評会を実施。高品質栽培と収量確保に
取り組み、栽培面積が拡大。

○生産部、ＪＡ、県、町等でプロジェクトチーム
を結成し、加工品開発を行い、納豆やどら
焼き等を商品化。販路拡大に取り組む。

活動の効果

○生産部では、ＪＡ、倉吉農業改良普及所、三朝町の協力のもと、ほ場巡回、品質に関
する研修会、品評会を実施。「在来大豆を地域の特産品にしたい。」という共通の想
いを持った生産者は日々切磋琢磨し、高品質の大豆生産に取り組んでいる。

〇平成２３年からは、三朝神倉大豆を活用した加工品開発に取り組むプロジェクトチー
ムを立ち上げ。地域おこし協力隊も仲間入りし、味噌等の新しい商品の開発を目指す。

JA鳥取中央ファーマーズ事業課 Ｔｅｌ： 0858-24-6428

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県三朝町

ふっくら大粒で、大豆のうま味がぎゅっと詰まった在来大豆。イソフラボン含有量が高
いと評判の「三朝神倉大豆」を、これからも地域の特産品として振興していきます！

～「三朝神倉大豆」を地域の特産品に！～

み さ さ か ん の く ら だ い ず せ い さ ん ぶ

農業
みささ10 地産地消

奨励賞
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特定非営利活動法人 里山地域研究会 みささ青空体験塾

やぎと遊ぶ 川遊びで大はしゃぎ

経 緯

○自然の中には生きていくために
必要な知恵がたくさんある。また、
山・川・海には危険も楽しみもあ
る。幼少期の自然体験が大人に
なってから「やってみよう」とする
積極的な力を育むと考え、体験
活動を始めた。

〇将来を担う子供たちに里山の良
さ、三朝の自然の良さを身体と
心(六感)で感じさせたい。

取組内容

○「みささ青空体験塾事業」（体験活動）
小学生を対象に、毎月１回野外活動を実
施。田植え、川遊び、稲刈り、雪遊びなど、
自然を体感するメニューを企画している。

○「ものづくり体験事業」
ミニ門松、竹灯りづくりを通して、ものづくり
の楽しさ、難しさを学ぶ。

○「竹林整備事業」
〇「クヌギ、花桃植栽事業」

活動の効果

○地域の子供と一緒に自然体験の少ない若い保護者の参加も増えており、親子で共
に楽しむことで、親子の絆を深めることにも寄与している。企画によっては、学生ボラ
ンティアの参加や地域協議会と連携することもあり、その輪も広がってきている。

○毎年、町内の竹林整備の伐採竹を活用したイベントや、町内の道沿いにクヌギや花
桃の植栽イベントを行うなど、地域の景観形成に資するとともに、五感によるワクワ
ク感、仲間と協力することや自然と共生する大切さを学んでいる。

東伯郡三朝町今泉224

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県三朝町

学校では学べないこと、自然豊かな三朝町だからこそ伝えられる大切な生きる力を、
活動を通じて子供たちに伝えたい。できれば、町外にも取組を広げていきたい。

～まだまだ元気、老人力で地域貢献～

と く て い ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん さ と や ま ち い き け ん き ゅ う か い

食育・教育
みささ11 環境保全・

景観保全

あ おぞらたいけんじゅ く
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田舎応援戦隊 三徳レンジャー

再生紙カミマルチを利用した田植え 地域の水路清掃への参加

経 緯

○２００９年４月発足。鳥取大学の学
生が農山村へ行き、農業ボラン
ティアを行う「農村１６きっぷ」とい
う団体から派生した。

○農村１６きっぷが三朝町三徳地区
へボランティアに行った際、農家
の方から「休耕田を利用して自分
たちの力でお米を作ってみない
か」と声をかけられたことをきっか
けに活動が始まった。

取組内容

○再生紙カミマルチを用いた除草剤を使わな
い農法、殺虫殺菌剤も使用しない無農薬
栽培に挑戦。鶏ふんなどの有機資材を用
いた土づくりなど取組を通じて、環境に配
慮した農業の形を模索。

〇収穫した米は、玄米や精米として販売する
ほか、米粉加工品として県内外へ販売。

○「田舎応援戦隊」としての活動を通じた地域
交流、三朝温泉観光大使として、三朝温泉
の魅力発信にも尽力。

活動の効果

○メンバーは米の生産、加工、販売まで直接携わっており、実践を通して得る学びが農
業に対する理解の深化に繋がっている。

〇 ２０２０年度には、ユニークな栽培方法や販売実績などが高く評価され、食と農林漁
業大学生アワードにおいて最優秀賞を受賞した。

○日本全国に三徳レンジャーの活動を知ってもらえるよう、ＳＮＳを活用した広報活動
を展開し、鳥取県内外への販路を開拓している。

〒680-0945 鳥取市湖山町南1丁目320 代表：箱田 Ｔｅｌ：090－2085－2104

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県三朝町

環境に配慮した農業の形を模索しながら、より多くの方に私たちの育てたお米の
おいしさを伝え、三朝町をさらに盛り上げていきたい。

～三朝町のおいしいお米を全国へ～

い な か お う え ん せ ん た い み と く れ ん じ ゃ ー

６次産業化
みささ12 学生・若者

の活躍
農業
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イトマ

数十年ぶりに水を張った圃場 ここに来たことの意味を考え語り合う時間(とき)

経 緯

○鳥取県大山町の高橋～退休寺樋
谷地区は、少子高齢化、耕作放棄
地と空き家の増加、２０年後には
消滅の危機にある過疎地域。

○金子大輔氏のコーディネートによ
りＳＤＧｓの学びと実体験をセット
にした事業展開に加え、耕作放棄
地解消、空き家活用などの諸課題
の解決に取り組むべく事業を開始。

取組内容

○自然に触れたことのない都市部の大学
生を受け入れ、地域内で増加する耕作
放棄地を活用し、食・農・田舎の現状を
学生に伝える。

○人と向き合い話し合う時間に加え、稲作
体験、野菜の収穫、調理、地域住民との
交流を行う。

○川で捕獲したモクズガニ、捕獲したイノシ
シ、シカなど、 “命をいただく”ことの体験。

活動の効果

○より多くの若者が“都市と農村”を分けるのではなく、両者の繋がりを理解した上で、
目の前の社会課題を解決していける「生きる力」を育む機会を提供している。

○活動に参加した若者が、この取組を自分に縁のある地域にも広げたいと地域おこ
し協力隊として、他地域に移住し活動を始めたり、地方と都市部の暮らしをつなげ
ようと試みる事例が相次いでいる。

〒656-2311 兵庫県淡路市久留麻2123 Ｔｅｌ：080-6664-5409 奥田 悠美(オクダ ユウミ)

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県大山町

都市部の若者と交流を行うことから、多様な形で全国の農村に貢献し、これからの
生き方や社会のあり方を模索、多様な可能性を見出す取組を継続したい。

～土と生きる～

いとま

学生・若者の
活躍

荒廃農地対策
だいせん13 農村環境・

景観保全
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株式会社ｐｃｂ

地元の旬な農作物が新鮮なジェラートへ 移動販売でも地域の味を伝えています

経 緯

○アナウンサー時代の取材で、農家
は食材に、料理人は技にと想像を
超える「こだわり」を発見。これらを
駆使すれば、どんなに美味しい
ジェラートが出来るだろうと想像。

○その後始めた食べ歩きで、作り手
の探究心と愛情、食材の質がジェ
ラートの美味しさの決め手だと確
信し、この世界に入る。

取組内容

○「お客様に喜ばれることが、農家の喜びと
地域の喜びに繋がる」をモットーに地域の
旬の農作物をジェラートに加工・販売。

○移動販売車を導入し、各種イベント会場や
コロナ禍で南部町に来られない方にも、農
家の取組と地元食材の豊かさなどをＰＲ。

○中山間地域を盛り上げるイベントなどへの
参画や、地元ラジオ局で旬の農作物や地
域の話題などを発信。

活動の効果

○農家から「消費者の喜ぶ顔が見える仕事が出来る。」という、地元食材活用ならでは
の喜びの声も多くいただき、農業への意欲が高まっている。

○２０１８年に「ジェラテリア pa cherry b.」店を開業以来、人口１万人の町に目標を遙か
に上回る累計２４万人超のお客様に来店いただき、「ジェラートで地域おこし」を実現。
地元雇用を生み出すとともに、町内外の方に町の魅力を発信することで、地域観光
や農業の活性化に貢献している。

西伯郡南部町市山1087-1 Ｔｅｌ： 0859-21-8100

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県南部町

ご当地性と限定感が詰まった「一期一会」のジェラートを提供するこの活動をモデル
ケースとして、全国に「ジェラートで地域おこし」の輪を広げていきます。

～新鮮なジェラートで笑顔の花を咲かせます～

女性の活躍
農山村の
活性化

なんぶ

地産地消14
かぶしきかいしゃ ぴーしーびー
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一般社団法人 里山生物多様性プロジェクト

ガールスカウトとの交流事業 生物多様性アクターズ会議

経 緯

○担い手不足による耕作放棄地の
増加で里山の生態系と資産的価
値が失われつつある一方、環境
の専門知識を持つ地元学生の働
く場は少ない。

そこで、これらの地域課題を解
決するため、農林業における「生
物多様性保全」の役割に注目した
活動に取り組むこととした。

取組内容

○耕作放棄地等をビオトープに変えることで
生態系を保全しつつ、利用者が現れるま
で水田として維持。

○里山の環境保全を見せる新しい観光とし
て「重要里地里山ツーリズム」の創出や
「国際生物多様性の日祭り」「人と自然と
の共生の火祭り」を開催。

○近隣県の生物多様性に関わる団体と個
人が集まって活動報告会を開催。

活動の効果

○多種の生き物が集まるビオトープを増やすことで、生物多様性の保全に寄与している。
○子ども達や町外の人も含め、より多くの人が参加できる取組を重ねることで、「里山

の環境を保全することは重要である。」という認識が広く深まっている。
○環境保全地や環境に関心のある人が増えることで、専門知識を持つ学生の働く場の

提供に向けた足がかりが作れている。

西伯郡南部町鶴田461日本インテライツ内 Ｔｅｌ： 080-6313-8550

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県南部町

子どもたちの為に豊かな里山の環境を残したいと思い活動しています。
「南部町の里地里山」を日本を代表する里山ブランドへ！

～南部町に日本の里山モデルを創る～

い っ ぱ ん し ゃ だ ん ほ う じ ん さ と や ま せ い ぶ つ た よ う せ い ぷ ろ じ ぇ く と

学生・若者
の活躍

荒廃農地
対策

なんぶ15 環境保全
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日南町食育推進協議会

ちまきづくり体験の様子（小学5年生） YouTubeに郷土料理動画をアップロード

経 緯

○日南町では、高齢化や核家族化
が進み、郷土料理を知らない世代
が増えていた。

○長い歴史と文化に育まれ伝承さ
れてきた郷土料理を、絶やすこと
なく次世代に受け継ぎたい町内の
会員の思いから、わかりやすいレ
シピの作成と普及活動を始めた。

取組内容

○昭和６３年に作成された郷土料理冊子を
参考に、令和元年に、カラーでわかりやす
くレシピを紹介した冊子「にちなんの邑の
味」を発刊した。

○完成した冊子を活用して、郷土の食文化
を幅広い世代へ伝える機会を設けた。ま
た、調理動画をＹｏｕＴｕｂｅにアップした。

○認定こども園や小中学校と連携し、郷土
料理の調理体験と交流を行った。

活動の効果

○冊子や動画などの普及活動の取り組みは、家族や異なる世代での交流を促し、「人
と人とのつながり」を生み、地域活性化に繋がった。また、子どもたちに郷土料理に
ついて話し、思いを伝えることで、子どもたちの興味を引き出すことが出来ている。

○郷土料理の調理方法も掲載し伝えることで地産地消が推進でき、ＳＤＧｓ未来都市
に選定されている日南町ならではの取組が出来ている。

日野郡日南町生山511-5 Ｔｅｌ：0859-82-0374

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県日南町

認定こども園、小中学校で地域の郷土料理について伝え、子どもたちが園や学校か
ら帰り、保護者や地域の方へ話すよう促すことで、郷土料理の継承を目指します。また、
郷土料理を各家庭で作りやすくするために、作り方動画を撮影し、発信していきます。

～いつまでも伝え継ぎたいふるさとの味～

に ち な ん ち ょ う し ょ く い く す い し ん き ょ う ぎ か い

高齢者の
活躍

伝統の継承
にちなん16 食育・教育

奨励賞
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鳥取県立日野高等学校

年齢の離れた大人からは多くの知恵を学ぶ 小学生と一緒に田植え

経 緯

○高校再編により農業学科が総合
学科に再編された。そのため、農
業は選択制の系列科目になった。

○農業について学ぶアグリライフ系
列の生徒を中心に年間１５回程度
の交流学習を実施している。

○小学生や地域住民を対象とした
地域連携の中で、農業をとおして
何ができるかを考える機会を設定
した。

取組内容

○生徒が地域住民に栽培方法等を学ぶこと
で、大人とコミュニケーションをとり、知識
を学ぶことで、世代を超えた交流を実施。

○小学生には、作物を育てることや、先人
の経験や知恵を、教えている。

○栽培した草花で、地域の方と一緒に、地
域美化のボランティア活動を実施。

○社会福祉協議会と連携し、正月に餅をつ
き、独居老人へ配布する福祉活動を実施。

活動の効果

○地域住民との交流により、生徒の農業への意欲やコミュニケーション力が高まった
ことや、地域住民が、農業教育への理解を深めることができた。

○小学生との交流学習では、生徒が学校で学んだことを教えることで、小学生が、農
業や食、環境への興味や関心を高めることができた。

○地域ボランティアや社会福祉協議会との連携により、地域に参画する力を促し、農
業の理解者を増やすことができた。

日野郡日野町根雨310 Ｔｅｌ： 0859-72-0365

応募団体からのアピール・メッセージ

鳥取県日野町

今後も継続して農業体験ができる場を提供し、農業の魅力を発信するとともに、農業
教育へのよき理解者を増やし、地域の活性化に寄与していきます。

～農場交流で地域に活力を！～

と っ と り け ん り つ ひ の こ う と う が っ こ う

学生・若者
の活躍

農業
ひの17 教育機関との

連携
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